
令和 2 年

2020 3

広報 Public relations of mikawa town

▶母子健康包括支援センターを設置しました
▶届け出を忘れずに
▶三川町の財政状況（財務四表）の公表について
▶子ども広場〈三川中学校〉
▶食のみかわおしながき

Contents

笑顔つながる協働のまち ハートフルタウン

No.757
March

アトクのおひなさま
見さ来てくれの～



₂

安心して子どもを産み、育てられるように

三川町母子健康包括支援センター
を設置しました

　
本
町
の
平
成
30
年
の
合※

　

計
特
殊
出
生

率
は
２
・
25
と
県
内
市
町
村
で
一
番
高

い
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
今
後
も
安
心
し
て
子
ど

も
を
産
み
、
育
て
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
支
援
策
の
一
つ
と
し
て
、
妊
娠

期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
目
指
す
拠
点
「
三
川
町
母

子
健
康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置

し
ま
し
た
。

　
母
子
健
康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

　

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
の
時
期
は
母

親
へ
の
負
担
が
大
き
く
、
ま
た
不
安
を

抱
き
や
す
い
時
期
で
す
。
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
や
経
済
社
会
の
変
化
に
よ
り
家
族

構
成
、
就
労
形
態
な
ど
が
多
様
化
し
、

産
後
う
つ
の
増
加
や
児
童
虐
待
等
の
問

題
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

母※
　

子
健
康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

子
育
て
世
代
が
孤
立
し
な
い
よ
う
、
包

括
的
か
つ
切
れ
目
な
い
支
援
を
行
う
た

め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
拠
点
と
し
て
全
国

の
各
市
町
村
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
ど
こ
に
あ
る
の
？

　

三
川
町
役
場
健
康
福
祉
課
内
に
あ
り

ま
す
。
役
場
１
階
に
専
用
相
談
室
を
設

置
し
て
お
り
、
授
乳
や
オ
ム
ツ
交
換
な

ど
に
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
利

用
の
際
は
、
お
気
軽
に
職
員
に
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

　
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
？

　

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
関
す
る
、

総
合
相
談
窓
口
と
し
て
相
談
（
電
話
・

来
所
・
訪
問
）
に
随
時
対
応
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
支
援
の
必
要
な
母
親
や
お
子

さ
ん
に
対
し
て
は
医
療
、
福
祉
、
教
育

（
就
学
先
）
等
の
面
で
も
連
携
し
な
が

ら
支
援
を
行
う
な
ど
、
従
来
の
機
能
に

加
え
、
相
談
体
制
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
り
、
母
子
保
健
事
業
と
一
体
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
誰
が
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
の
？

　

母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
保

健
師
・
助
産
師
等
）
や
、
栄
養
士
が
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

��

三
川
町
の
母
子
保
健
事
業

　

町
で
は
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で

の
段
階
別
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
助
成
や
講

座
、
乳
幼
児
健
康
診
査
等
を
行
い
、
一

人
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
な
が
ら
子
育
て

を
応
援
し
て
い
ま
す
。

◆
妊
娠
す
る
前
・
妊
娠
し
た
ら

　
風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
費
用

助
成
、
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
、
妊
娠

届
出
・
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
、
妊
婦

健
診
費
用
の
助
成
、
助
産
師
に
よ
る
講

座
、
や
ま
が
た
子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー

ト
、
身
体
障
が
い
者
等
用
駐
車
施
設
利

用
証
の
紹
介

◆
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
ら

　

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
、
産
後
ケ
ア
事
業
、

乳
幼
児
健
康
診
査
、
乳
幼
児
予
防
接
種
、

産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
離
乳
食

教
室
、
よ
い
歯
の
教
室
・
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
指
導
・
フ
ッ

素
塗
布
、
乳
幼

児
発
達
相
談
支

援
事
業
（
保
育

園
・
幼
稚
園
巡

回
相
談
、
す
く

す
く
相
談
会
）

※「
母
子
健
康
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」は
母
子
保

健
法
上
の
名
称
で
あ
り
、

子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
と
同
じ
機
能

を
持
ち
ま
す
。

※
合
計
特
殊
出
生
率
：
一
人
の
女
性
が
生
涯
の
間
に

産
む
子
ど
も
の
数
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♥安心して子どもを産み、育てられるように

　
事
業
紹
介
と
利
用
者
の
声

　

妊
娠
・
出
産
包
括
支
援
事
業
（
産

前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
）
で
は
、
妊

娠
中
か
ら
産
後
の
母
親
と
そ
の
家
族
を

対
象
と
し
た
講
座
（
相
談
会
）
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
開
催
日
等
、
詳
細
に
つ

い
て
は
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

対
象
の
方
に
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
等
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

②
妊
婦
・
産
後
の
母
親
と
そ
の
ご
家
族

向
け
「
プ
レ
マ
マ
か
ら
の
骨
盤
ケ
ア

と
ま
る
ま
る
育
児
講
座
」

　

妊
娠
、
出
産
に
伴
い
大
き
く
変
化
す

る
骨
盤
の
正
し
い
ケ
ア
の
方
法
を
学
び
、

冷
え
性
や
尿
漏
れ
、
腰
痛
な
ど
を
予
防

し
ま
す
。

　

ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
の
大
事
な
首
や
背

中
を
守
る
、
ま
る
ま
る
抱
っ
こ
の
方
法

や
成
長
、
発
達
に
つ
い
て
学
ぶ
良
い
機

会
で
す
。
ご
家
族
の
参
加
も
大
歓
迎
で

す
。

①
産
後
の
母
親
向
け
「
母
乳
ミ
ル
ク
相

談
会
」

　

助
産
師
が
母
乳
育
児
の
悩
み
や
相
談

に
応
じ
ま
す
。
授
乳
（
調
乳
）
指
導
や

赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
測
定
も
行
い
ま
す
。

１
人
ず
つ
の
予
約
制
で
す
の
で
ゆ
っ
く

り
安
心
し
て
相
談
が

で
き
ま
す
。

③
産
後
の
母
親
と
赤
ち
ゃ
ん
向
け
「
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
」（
生
後
１
カ
月
か

ら
４
カ
月
ご
ろ
の
赤
ち
ゃ
ん
）、「
ベ

ビ
ー
ヨ
ガ
・
マ
マ
ヨ
ガ
」（
生
後
５
カ

月
か
ら
１
歳
ご
ろ
の
赤
ち
ゃ
ん
）

　

マ
ッ
サ
ー
ジ
で
赤
ち
ゃ
ん
の
肌
と
触

れ
合
う
こ
と
で
、
赤
ち
ゃ
ん
と
母
親
の

心
を
安
定
さ
せ
、
絆
を
深
め
ま
す
。

　

ヨ
ガ
で
は
、
日
ご
ろ
育
児
で
疲
れ
た

マ
マ
の
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
、
健
康

管
理
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
期
待
で
き
ま

す
。

○
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
関
す

る
総
合
相
談
窓
口

三
川
町
母
子
健
康
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
役
場
健
康
福
祉
課

健
康
係
内
）
☎
35
―
７
０
３
３

○
開
所
時
間

午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

●
出
産
直
後
、
初
め
て
の
育
児
で

分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
の
中
、

さ
ま
ざ
ま
な
講
座
へ
の
参
加
や

母
乳
相
談
が
で
き
て
気
持
ち
が

楽
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
続

け
て
ほ
し
い
で
す
。

●
助
産
師
さ
ん
の
ケ
ア
が
受
け
ら

れ
て
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
母
乳
育
児
が
ん

ば
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
！

●
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
方
法
が
分
か
っ
た

の
で
、
家
で
も
や
っ
て
あ
げ
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
同
じ
く
ら
い
の

子
を
持
つ
マ
マ
た
ち
と
た
く
さ
ん

お
話
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
！

●
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
し
た
！

●
ま
る
ま
る
抱
っ
こ
の
方
法
を
パ

パ
に
も
教
え
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
姿
勢
っ
て
大
事
な
ん
で
す

ね
！

●
家
で
も
で
き
そ
う
な
体
操
を
聞

け
て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
体

操
を
し
て
体
が
軽
く
な
っ
た
の

が
分
か
り
ま
し
た
。
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届け出を忘れずに
　進学や就職、転勤など、引っ越しが多くなる時期です。
　転入や転出などの住所変更の届け出や、就職や退職に伴う国民健康保険・国民年金に関する手続きに
ついてお知らせします。
　手続きは町民課受付窓口（住民係）でできます。ご不明な点はお気軽にお問合せください。

新 生 活 ス タ ー ト の 季 節 で す

引っ越しなどで住所が変わる方

◆三川町から他市区町村に引っ越しされる方

転 出 届
転出予定日のおおむね14日前から届け出ができます。
⃝必ず持参してください
　・印鑑
　・本人確認書類（運転免許証等）
⃝該当する方は持参してください
　・����国民健康保険証または後期高齢者医療証、介護保

険証（加入している方）
　・�重度心身障がい（児）者医療証、ひとり親家庭等医

療証、子育て支援医療証（お持ちの方）
　・印鑑登録証（登録をしている方）
　・住民基本台帳カード（お持ちの方）

◆他市区町村から三川町に引っ越しされた方

転 入 届
住み始めた日から14日以内に届け出をしてください。
（住み始める前の届け出はできません）
⃝必ず持参してください
　・印鑑
　・前住所地の市区町村が発行した転出証明書
　・本人確認書類（運転免許証等）
　・マイナンバーカードまたは通知カード（全員分）
⃝該当する方は持参してください
　・年金手帳（国民年金に加入している方）
　・障害者手帳等（お持ちの方）
　・母子健康手帳（1⓼歳以下のお子さんがいる方）
　・住民基本台帳カード（お持ちの方）

◆三川町内で引っ越しされた方

転 居 届
転居した日から14日以内に届け出をしてく
ださい。（異動前の届け出はできません）
⃝必ず持参してください
　・印鑑
　・本人確認書類(運転免許証等)
　・�マイナンバーカードまたは通知カード
（全員分）

⃝該当する方は持参してください
　・年金手帳（国民年金に加入している方）
　・�国民健康保険証または後期高齢者医療証、

介護保険証（加入している方）
　・�重度心身障がい（児）者医療証、ひとり親

家庭等医療証、子育て支援医療証（お持
ちの方）

　・住民基本台帳カード（お持ちの方）　
※ 別世帯の方が代理で届け出をするときは、
代理人の印鑑と依頼する方の委任状が必要
です。

公共料金等の手続きの連絡先
◎電　　気：東北電力㈱
　　　　　　☎ 0120 － 175 － 266 
◎上 水 道：鶴岡市上下水道部
　　　　　　☎ 23 － 7731
◎都市ガス：庄内中部ガス㈱
　　　　　　☎ 66 － 3115　
◎固定電話：NTT東日本㈱
　　　　　　☎ 116

こ ち ら も お 忘 れ な く
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　就職や退職でご自身、または扶養親族に国民健康保険・国民年金の異動等がある方は、
次のものをご持参のうえ、手続きをお願いします。

就職や退職で国民健康保険・国民年金の 
異動等がある方

国民健康保険（国保）
◆�職場の健康保険をやめたとき、または健康保険の
被扶養者から外れたとき

　��印鑑、職場の健康保険をやめた年月日が分かる証
明書（資格喪失連絡票、離職票など）、被扶養者か
ら外れた年月日が分かる証明書

◆�職場の健康保険に加入したとき、または健康保険
の被扶養者になったとき

　�印鑑、国民健康保険証（国保をやめる方全員分）、
職場の健康保険証

◆�就学により他市町村に居住するため学生用の保険
証が必要なとき

　�印鑑、国民健康保険証、学生証の写しまたは在学
証明書、世帯主と対象となる方（学生）のマイナン
バーカードまたは通知カード

◆�学生用の保険証をお持ちの方が学校を卒業・退学
などしたとき

　�印鑑、国民健康保険証、卒業証明書もしくは現在
加入している職場の健康保険証

国民年金
◆�本人が退職等により、厚生年金・共済組合の
加入者でなくなったとき

　��印鑑、年金手帳、離職した年月日が分かる証
明書（資格喪失連絡票、離職票など）

◆�配偶者の退職等により、配偶者の扶養から外
れたとき

　��印鑑、年金手帳、被扶養者から外れた年月日
が分かる証明書（資格喪失連絡票など）

◆�本人が就職等により、厚生年金・共済組合に
加入したとき

　印鑑、年金手帳、職場の健康保険証
◆�失業等により、保険料を納めることが経済的
に難しいとき（保険料免除・納付猶予の申請）

　�印鑑、雇用保険受給者証の写し、または雇用
保険被保険者離職票の写し

○問合せ先　役場町民課�住民係　☎ 35 － 7025

●窓口での本人確認にご協力をお願いします
　��　第三者のなりすましによる不正な届け出や請求などを防止するため、窓口に来られた方に本人
確認書類（運転免許証、マイナンバーカードなどの身分証明書）の提示をお願いしています。確認
ができないときは、証明書の交付などができませんので、ご協力をお願いします。

●町民課窓口ナイトサービスをご利用ください
　�　毎月第2・第4金曜日は午後7時まで窓口業務を延長する町民課窓口ナイトサービスを実施し
ています。なお、年度末・年度初めにあたり、次の期日は臨時で実施しますので、日中、仕事な
どで手続きができない方は、お気軽にご利用ください。

　○期　　日　3月31日㈫、4月1日㈬（3月27日㈮は通常の町民課窓口ナイトサービスです）
　○時　　間　午後7時まで
　○取扱業務　�住所変更の届け出（転入届、転出届、転居届）、各種証明書の交付（住民票謄抄本、

戸籍謄抄本、印鑑登録、印鑑証明、税証明）、納税

◇�お願い�◇
　�　3月・4月は窓口が大変混み合います。住所変更の届け出や各種証明書の申請・
交付などの各種手続きの際、お待ちいただく時間が長くなる場合がありますので、
時間に余裕をもってお越しください。
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町の財産や借金の状況の一覧
資 産 合 計  ………… 123億5千6百万円
負 債 合 計  …………… 55億7千5百万円
純資産合計  …………… 67億8千1百万円
※普通会計バランスシートより
町民一人当たりにすると
（平成31年3月31日現在人口7,384人）
資　産  ……………………… 167万3千円
負　債  …………………………75万5千円
純資産  …………………………91万8千円

①
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は
、「
貸
借

対
照
表
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
企

業
会
計
的
な
手
法
に
よ
り
年
度
末
時

点
に
保
有
す
る
土
地
や
建
物
な
ど
の

資
産
と
、
借
入
金
な
ど
の
負
債
や
資

本
の
状
況
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
見
る
こ

と
で
、
町
の
財
政
状
況
を
多
角
的
に

捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
歳
入
歳
出
決

算
だ
け
で
は
把
握
で
き
な
か
っ
た
財

政
状
況
を
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。②

普
通
会
計
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
か
ら
み
た
場
合

【
資
　
産
】

　

資
産
と
は
、
会
計
年
度
を
越
え
て

町
の
運
営
資
源
と
し
て
用
い
ら
れ
る

と
見
込
ま
れ
る
も
の
を
い
い
、
将
来

に
わ
た
り
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
る
価
値
、
つ
ま
り
後

世
代
が
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
価

値
を
い
い
ま
す
。

　

資
産
に
は
、
土
地
や
建
物
等
の
財

産
、
現
金
、
預
金
な
ど
が
該
当
し
、

「
固
定
資
産
」、「
投
資
等
」、「
流
動

資
産
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ

す
る
た
め
に
、
１
年
間
の
現
金
収
支

に
年
度
末
の
資
産
や
負
債
の
状
況
な

ど
を
加
え
て
、
企
業
の
決
算
に
準
じ

た
形
の
「
財
務
四
表
」
を
作
成
し
て

い
ま
す
。
紙
面
の
都
合
上
、
今
回
は

財
務
四
表
の
な
か
か
ら
、
平
成
30
年

度
の
貸
借
対
照
表
（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
）
を
用
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
末
の
資
産
合
計
は
、

１
２
３
億
５
千
６
百
万
円
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
「
固
定
資

産
」
が
占
め
て
い
ま
す
。

　
「
投
資
等
」
で
は
、
基
金
等
の
占

め
る
割
合
が
一
番
大
き
く
、
基
金
の

な
か
に
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

に
よ
り
積
み
立
て
ら
れ
た
「
ふ
る
さ

と
基
金
」
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

【
負
　
債
】

　

負
債
と
は
、
将
来
に
お
い
て
支

払
・
返
済
の
必
要
が
あ
る
も
の
を
い

い
、
返
済
期
限
の
長
さ
に
応
じ
て

「
固
定
負
債
」、「
流
動
負
債
」
に
分

け
ら
れ
、
平
成
30
年
度
末
の
負
債
合

計
は
55
億
７
千
５
百
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
「
退
職
手
当
引
当
金
」

や
「
賞
与
引
当
金
」
は
、
実
際
は
支

出
し
て
い
な
い
仮
定
の
金
額
で
あ
り
、

一
般
的
に
借
金
と
い
わ
れ
る
金
額
は
、

固
定
負
債
の
「
地
方
債
」
と
流
動
負

債
の
「
翌
年
度
償
還
予
定
地
方
債
」

を
合
計
し
た
4⓼
億
８
千
９
百
万
円
と

な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
う
ち
の
一
部
が
地

方
交
付
税
に
よ
り
将
来
に
わ
た
り
補

て
ん
さ
れ
る
た
め
、
実
質
的
な
借
金

は
1⓽
億
５
千
６
百
万
円
程
度
と
見
込

ん
で
い
ま
す
。

③
財
務
四
表
の
種
類

　

財
務
四
表
に
は
、
先
に
述
べ
た
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
ほ
か
、
次
の
３
つ

の
財
務
書
類
が
あ
り
ま
す
。

①
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

　

一
会
計
期
間
に
お
け
る
、
資
産
形

成
に
結
び
付
か
な
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
係
る
経
費
と
、
そ
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
直
接
の
対
価
と
し
て
得
ら
れ
た

財
源
を
対
比
さ
せ
た
表
で
す
。

②
純
資
産
変
動
計
算
書

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
純
資
産
の
部

に
計
上
さ
れ
て
い
る
各
数
値
が
、
一

年
間
で
ど
の
よ
う
に
変
動
し
た
か
を

表
し
て
い
る
表
で
す
。

③
資
金
収
支
計
算
書

　

歳
計
現
金
（
資
金
）
の
出
入
り
の

情
報
を
、「
経
常
収
支
の
部
」、「
公

共
資
産
整
備
収
支
の
部
」、「
投
資
・

財
務
的
収
支
の
部
」
の
３
つ
の
異
な

る
活
動
に
分
け
て
表
示
し
た
表
で
す
。

 三川町の財政状況（財  務四表）の公表について
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（単位：千円）

平成30年度 普通会計バランスシート（貸借対照表）

上の表は特別会計、一部事務組合、第三セクターなどを除いた、本町の普通会計のみのバランスシートです。
※町民一人当たりの金額は、平成31年3月31日現在の町の住民基本台帳人口で算出しています。
○問合せ先　役場総務課�財政係　☎35－7011

借　　　　　　　　方
（資金を何に使ったか）

貸　　　　　　　　方
（資金をどこから調達してきたのか）

資 　 産 　 の 　 部
（これまで蓄積してきた資産）

負 　 債 　 の 　 部
（これからの世代が負担する金額）

科　　目 一般会計 町民一人当たり※ 科　　目 一般会計 町民一人当たり※
１ 固定資産 １ 固定負債
⑴ 有形固定資産 10,405,183 1,409 ⑴ 地方債 4,447,260 602

⑵ 退職手当引当金 620,567 84
２ 投資等
⑴ 投資及び出資金 82,452 11 ２ 流動負債
⑵ 長期延滞債権 7,828 1 ⑴ 翌年度償還予定地方債 441,825 60
⑶ 貸付金 42,211 6 ⑵ 賞与引当金 45,487 6
⑷ 基金等 919,834 125 ⑶ 預り金 19,380 3
⑸ 徴収不能引当金 ▲ 1,135 　 負債の部　計 5,574,519 755

純 　 資 　 産 　 の 　部
（これまでの世代が負担した金額）３ 流動資産

⑴ 現金預金 231,891 31 科　　目 一般会計 町民一人当たり※
⑵ 未収金 3,478 １ 純資産
⑶ 貸付金 7,034 1 ⑴ 固定資産等形成分 12,121,137 1,641
⑷ 基金等 657,731 89 ⑵ 余剰分（不足分） ▲ 5,339,653 ▲ 723
⑸ 徴収不能引当金 ▲ 504 　 純資産の部　計 6,781,484 918

資産の合計 12,356,003 1,673 負債・純資産の合計 12,356,003 1,673

④
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で

　

用
い
る
用
語

【
有
形
固
定
資
産
】

　

学
校
・
体
育
館
・
役
場
庁
舎
・
道

路
な
ど
、
町
が
所
有
す
る
土
地
や
建

物
・
設
備
等
の
償
却
資
産

【
投
資
等
】

　

三
川
町
土
地
開
発
公
社
や
関
係
団

体
等
へ
の
出
資
金
や
教
育
施
設
整
備

基
金
な
ど
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に

積
み
立
て
る
基
金
な
ど
の
資
産

【
流
動
資
産
】

財
政
調
整
基
金
や
減
債
基
金
な
ど
の

預
金
・
現
金
及
び
町
税
等
の
未
収
金
な

ど
、
す
ぐ
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
資
産

【
固
定
負
債
】

資
産
を
つ
く
る
た
め
に
借
り
入
れ
た

地
方
債
な
ど
で
、
返
済
期
限
が
１
年
を

超
え
て
翌
々
年
度
以
降
に
支
払
う
も
の

【
流
動
負
債
】

　

資
産
を
つ
く
る
た
め
に
借
り
入
れ

た
地
方
債
な
ど
で
、
返
済
期
限
が
１

年
以
内
の
も
の

【
退
職
手
当
引
当
金
】

　

職
員
全
員
が
、
年
度
末
に
普
通
退

職
し
た
と
仮
定
し
た
場
合
に
必
要
な

退
職
手
当
見
込
額

【
純
資
産
】

　

国
・
県
か
ら
の
補
助
金
や
町
税
な

ど
返
済
の
必
要
の
な
い
資
産

 三川町の財政状況（財  務四表）の公表について
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活
動
の
目
的

　

三
川
町
広
域
協
定
運
営
委
員
会
は
、
町

内
に
あ
る
14
の
集
落
組
織
が
会
員
と
な
っ

て
、
昨
年
２
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
ん
ぼ
・
農
道
・
水
路
等
の
保
護
を
目

的
に
、
草
刈
り
や
水
路
の
泥
上
げ
、
花
の

植
栽
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
文
化
の
伝
承

活
動
に
も
携
わ
る
な
ど
、
幅
広
く
農
業
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

活
動
紹
介

　

三
川
町
広
域
協
定
運
営
委
員
会
の
会
員

で
あ
る
横
山
農
地
共
同
隊
で
は
、
手
作
業

に
よ
る
昔
な
が
ら
の
田
植
え
や
、
稲
刈
り
、

杭
掛
け
、
稲
返
し
、
稲
上
げ
と
い
っ
た
一

連
の
伝
統
的
農
法
を
実
践
し
、
そ
の
保
存

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、「
横
山
小
学
校
ふ
れ
あ
い
田
」

で
伝
統
的
農
法
の
体
験
活
動
と
し
て
、
横

山
小
学
校
の
児
童
や
地
域
の
方
々
か
ら
、

５
月
に
は
田
植
え
、
９
月
に
は
稲
刈
り
に

参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
た
ち
は
、
横
山
農
地
共

同
隊
の
農
家
の
皆
さ
ん
に
作
業
の
仕
方
や
、

一
連
の
作
業
を
行
う
理
由
な
ど
を
教
わ
り

な
が
ら
一
生
懸
命
に
作
業
し
、
米
づ
く
り

へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

三
川
町
広
域
協
定
運
営
委
員
会
で
は
、

今
後
も
田
ん
ぼ
の
保
全
活
動
に
努
め
る
ほ

か
、
農
業
に
関
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
子
ど

も
た
ち
に
、
田
ん
ぼ
の
大
切
さ
を
理
解
し

て
も
ら
う
た
め
の
体
験
活
動
な
ど
を
続
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
問
合
せ
先　

役
場
産
業
振
興
課
農
政

係

☎
35
―
７
０
１
７▲三川町広域協定運営委員会の皆さん

農
業
の
多
面
的
機
能
の
維
持・向
上
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

三
川
町
広
域
協
定
運
営
委
員
会
を

紹
介
し
ま
す

　
農
業
は
米
や
野
菜
な
ど
食
料
の
生
産
を
担
う
一
方
で
、
自
然
環
境
の
保
全

や
文
化
の
伝
承
な
ど
た
く
さ
ん
の
役
割
を
果
た
し
、
そ
の
恵
み
は
私
た
ち
の

生
活
全
体
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
農
業
の
そ
の
よ
う
な
効
果
の
促
進
に
つ
な
が
る
活
動
に
対
し
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
三
川
町
広
域
協
定
運
営
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。
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●均等割保険料の軽減割合
　国の制度見直しにより、均等割保険料の
軽減割合が下記のとおり変更されます。

　また、均等割5割・2割軽減の対象基準
額が拡大されます。

●後期高齢者医療保険料の保険料率
　後期高齢者医療保険料の保険料率等は、医療費など
の推計を基に、2年ごとに見直しを行っています。
　令和2・3年度の保険料率は、次のとおりです。

　なお、保険料の詳細については、7月に保険料額決定通知書とともに
送付されるリーフレットに記載されます。
○問合せ先　役場町民課�国保係　☎35－702⓼

後期高齢者医療保険料の保険料率等が変わります

保険料率 現　行 令和㆓・叅年度

所 得 割 率 ⓼．01% ⓼．⓺⓼%

均 等 割 額 41，100円 43，100円

賦 課 限 度 額 ⓺20，000円 ⓺40，000円

　医療保険（社会保険、国民健康保険、後期高齢
者医療制度など）と介護保険には、1年間（毎年⓼
月から翌年7月まで）の医療と介護の自己負担の
合計額が、限度額を超えた場合に払い戻しをする
「高額医療・高額介護合算療養費制度」があります。
　国保や後期高齢者医療制度では、申請の必要な
方にお知らせしていますので、忘れずに申請して
ください。

�ご注意ください�
　⓼月から翌年7月までの期間中に転入や転出、
加入する医療保険が変わった方については、自己
負担の状況が把握できないためお知らせできませ
ん。また、社会保険（健康保険組合や協会けんぽ）
の方についても医療や介護の領収書などで判断し
申請いただくことになりますので、ご不明な場合
はご相談ください。
　限度額は所得と年齢に応じて設定されています。
制度の詳しい内容はお問合せください。

○申請・問合せ先
　・役場町民課�国保係　　　　　☎35－702⓼
　・役場健康福祉課�介護支援係　☎35－7031

自己負担限度額一覧
（平成30年8月～令和元年7月）

【柒₀歳未満を含む世帯】
所得区分 限度額

年間所得901万円超 212万円

年間所得600万円超901万円以下 141万円

年間所得210万円超600万円以下 ⓺7万円

年間所得210万円以下 ⓺0万円

住民税非課税世帯 34万円
※�年間所得は、総所得金額等から基礎控除額を差し引いた額

「高額医療・高額介護合算療養費制度」のお知らせ
医療と介護を利用している皆さまへ

【柒₀歳以上のみの世帯】
所得区分 限度額

住民税課税所得690万円以上 212万円

住民税課税所得380万円以上690万円未満 141万円

住民税課税所得145万円以上380万円未満 ⓺7万円

一　般 5⓺万円

住民税非課税世帯
低所得者Ⅱ 31万円

低所得者Ⅰ 1⓽万円

※�住民税課税所得は、総所得金額等から各種住民税所得控除
額を差し引いた額

現　行 令和㆓年度

⓼割軽減 7割軽減

⓼．5割軽減 7．75割軽減
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心
豊
か
で
　
賢
く
　
た
く
ま
し
い
　
生
徒
の
育
成

三川中学校
より

　

３
学
期
に
入
り
、
残
り
少
な
い
中
学
校
生
活
の
中
で
有
終
の
美
を
飾
っ
て
く
れ
た
３
年
生

と
、
先
輩
の
後
を
追
い
な
が
ら
成
長
を
続
け
る
１
・
２
年
生
の
皆
さ
ん
の
姿
を
報
告
し
ま
す
。

☆
一
文
字
一
文
字
、
思
い
を
込
め
て
！【
新
年
試
筆
】

　

１
月
７
日
㈫
、「
新
年
試
筆
」を
行
い
ま
し
た
。
全
ク
ラ
ス
、
水
を
打
っ
た
よ
う
な
静
け
さ

の
中
、
１
年
生
は「
不
言
実
行
」、
２
年
生
は「
新
た
な
目
標
」、
３
年
生
は「
無
限
の
可
能

性
」と
い
う
課
題
を
書
き
上
げ
ま
し
た
。

一
文
字
一
文
字
真
剣
に
、
丁
寧
に
筆
を
運
ぶ
姿
に
、
新
年
を

迎
え
、
清
々
し
く
な
っ
た
生
徒
た
ち
の
心
が
見
え
ま
し
た
。

田
川
地
区
の
書
き
初
め
展
に
次
の
６
人
の
作
品
が
出
品
さ
れ

ま
し
た
。

【
特
選
】　
１
年　
片
桐
愛
夢
さ
ん
、
２
年　
本
間
珠
涼
さ
ん

【
金
賞
】　
１
年　
菅
原
洸
介
さ
ん
、
１
年　
飯
野
心
桜
さ
ん

　
　
　
　
３
年　
片
桐
未
夢
さ
ん
、
３
年　
進
藤
百
華
さ
ん

☆
頑
張
れ
先
輩
！【
入
試
激
励
会
】

　

１
月
15
日
㈬
、
新
し
い
生
徒
会
と
執
行

部
の
企
画
・
運
営
に
よ
り
、「
入
試
激
励

会
」を
行
い
ま
し
た
。

　

高
校
入
試
を
控
え
た
３
年
生
に
、
１
・

２
年
生
が
ラ
ガ
ー
マ
ン
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
ほ
か
、
新

生
徒
会
長
の
五
十
嵐
唯
人
さ
ん
が
、「
Ｏ

Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
と
な
っ
て
志
望
校
合
格
に

町長コラム
「誠・心・誠・意」

臨
機
応
変
な
対
応
と
、迅
速
か
つ
的
確

な
情
報
発
信
に
努
め
ま
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

影
響
が
全
国
的
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
中
旬
以
降
、
国
内
で
の
感
染
者
が

急
増
す
る
中
、
本
町
で
は
２
月
2⓺
日
㈬
に

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本

部
」
を
設
置
し
、
町
と
し
て
の
方
針
や
対

応
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
町
で
は
町
民
の
皆
さ
ま
に

注
意
喚
起
す
る
チ
ラ
シ
を
全
世
帯
に
配
布

し
た
ほ
か
、
小
・
中
学
校
を
臨
時
休
校
し

た
り
、
町
が
主
催
す
る
行
事
・
集
会
等
を

中
止
や
延
期
す
る
対
応
を
取
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
対
応
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
ご
意
見
が
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

特
に
、
小
・
中
学
校
の
臨
時
休
校
や
卒
業

式
等
の
行
事
縮
小
に
つ
い
て
は
、
大
変
急

な
決
定
と
な
り
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
は

ご
負
担
や
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
形
と

な
っ
て
し
ま
い
、
大
変
申
し
訳
な
く
思
う

と
こ
ろ
で
す
。
国
や
県
の
要
請
に
従
い
、

感
染
拡
大
の
リ
ス
ク
を
抑
え
る
た
め
の
対

応
と
し
て
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
は
、
今
後
も
町

民
等
の
皆
さ
ま
に
新
た
な
ご
負
担
や
ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る
場
合
が
あ
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
が
、
町
と
し
て
は
臨
機
応
変
に
対

応
す
る
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を

活
用
し
て
迅
速
か
つ
的
確
な
情
報
発
信
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

今
後
の
情
勢
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
町

が
決
定
す
る
対
応
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 町公式ホームページでは、特設ページを設け、

新型コロナウイルス感染症に関する情報を随時
発信しています。



₁₁ 2020.3.15

向
け
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」と
激
励
の
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
た
３
年
生
は
、
後
輩
の
エ
ー
ル
に
負
け
な
い
大
き
な
声
で
応
え
、
志
望
校
合

格
を
誓
い
ま
し
た
。

　

ア
イ
デ
ア
と
情
熱
あ
ふ
れ
る
入
試
激
励
会
は
、
３
年
生
に
と
っ
て
大
き
な
力
と
な
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

☆
よ
り
よ
い
学
校
生
活
の
た
め
に【
生
徒
総
会
】

　

１
月
31
日
㈮
、
今
年
度
後
期
の
生
徒
総
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
の
生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
に「
考
動
・
挑
先
・
本
輝
」を
掲
げ
、
１
年
間
行
っ
て
き
た
活
動
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
生

徒
か
ら
は
各
委
員
会
に
対
し
て
も
っ
と
こ
う
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
、
生
徒

個
々
の
考
え
を
反
映
し
な
が
ら
活
発
な
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

会
の
後
半
で
は
、「
い
じ
め
を　

し
な

い　

さ
せ
な
い　

許
さ
な
い
」と
い
う「
な

か
よ
し
三
原
則
」に
つ
い
て
意
見
交
換

し
、「
さ
れ
て
嫌
な
こ
と
は
し
な
い
」「
周

囲
を
考
え
た
言
動
を
す
る
」な
ど
の
宣
言

を
行
っ
た
ほ
か
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
す
る
際

の
約
束
事「
午
後
10
時
以
降
は
使
わ
な

い
」「
悪
口
は
書
か
な
い
」と
い
う
２
点
に

つ
い
て
、
三
川
中
学
校
全
体
で
し
っ
か
り

守
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

☆
形
は
心
を
作
る
　
心
は
形
を
作
る

　

上
の
写
真
は
、
下
足
箱
清
掃
の
た
め
、
外
履
き
を
置
い
た
様
子
で
す
。
外
履
き
の
上
に
白

い
体
育
用
シ
ュ
ー
ズ
が
絵
に
描
い
た
よ
う
に
整
然
と
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
履
き
物
を
そ
ろ

え
る
と
心
も
そ
ろ
う
」と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
言
葉
通
り
に
三
川
中
学
校

の
生
徒
た
ち
の
そ
ろ
っ
た
心
が
見
え
ま
し

た
。　

　

下
の
写
真
は
、
毎
朝
行
わ
れ
る
マ
ッ
ト

清
掃
の
様
子
で
す
。
表
立
っ
て
は
見
え
な

い
活
動
に
も
一
生
懸
命
に
取
り
組
む
生
徒

た
ち
の
姿
に
、
豊
か
な
心
の
成
長
を
感
じ

ま
し
た
。

俳
　
壇

キ
ラ
キ
ラ
と
光
る
川
面
や
猫
柳

工
藤
ひ
ろ
し

空
澄
み
て
鳥
が
鳥
呼
ぶ
二
月
か
な

斎
藤　
　

優

冬
曇
り
老
巧
集つ
ど
ひ
草ぞ
う
り履
編
む

佐
藤　

誠
爾

日
射
し
浴
び
木
々
の
芽
ゆ
る
り
動
き
出
す

丸
岡
利
喜
雄

冬
の
朝
山
々
並
び
輝
け
り

荘
司　

博
子

大
山
の
杉
玉
仰
ぎ
講
釈
垂た

れ

菅
原
た
け
お

名
家
あ
り
黒
塀
に
雪
連
綿
と

小
林　
　

裕

気
後
れ
せ
し
お
な
ご
の
豆
ま
き
福
は
内

春
山　

夏
海

き
さ
ら
ぎ
の
弾
け
る
光
身
に
浴あ

び
て

飯
野　

藤
子

何い
ず
こ処

よ
り
ノ
タ
ノ
タ
出
で
し
冬
の
蜂

庄
野
す
み
れ

歌
　
壇

偶
然
に
出
会
い
し
友
は
な
つ
か
し
く
昼
食
交
え
話
し
は
弾
む

齋
藤
与
次
雄

暖
か
き
冬
日
よ
り
な
る
朝
餉
時
さ
つ
ま
い
も
汁
ふ
う
ふ
う
食
す

佐
藤　
　

頴

汁
の
付
く
料
理
の
数
は
多
け
れ
ど
寒
鱈
の
味
に
勝
る
も
の
無
し

佐
藤　

博
政

寒
鱈
を
釣
っ
て
捌
く
は
吾
な
る
も
ど
ん
が
ら
汁
は
妻
の
味
と
す

齋
藤　

久
繁

職
人
の
作
り
し
ラ
ー
メ
ン
汁
旨
し
血
圧
忘
れ
残
さ
ず
飲
み
ぬ

前
田
キ
ヌ
エ

寒
鱈
の
ド
ン
ガ
ラ
汁
を
食
む
夕
餉
寒
き
夜
な
ど
旨
味
格
別

五
十
嵐
松
男

し
じ
み
汁
調
理
師
だ
っ
た
母
つ
く
り
そ
の
美
味
し
さ
今
も
忘
れ
ず

土
田　
　

秀

三
川
文
芸
コ
ー
ナ
ー

三
川
文
芸
コ
ー
ナ
ー
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　2月2⓺日㈬に県庁で行われた山形県スポーツ
賞・山形県スポーツ協会表彰式で、みかわスポー
ツクラブが山形県地域スポーツ振興賞を受賞しま
した。
　みかわスポーツクラブは、平成23年に設立され、
スポーツを通して町民の健康・活力維持増進と明
るく豊かな生活の実現を目的に活動しています。
　今回の受賞は、ニュースポーツやフィットネス
教室、体験会や交流会を実施しながら、町民の健
康づくりや交流の場の創出に大きく貢献してきた
功績が認められたものです。

　2月23日㈰、加藤公民館を会場に、横山地区5
町内会（堤野・横内・竹原田・加沼・小尺）合
同の「町長と語る会」を開催しました。
　各町内会の役員17人が参加し、農業の担い手
確保や子どもたちの通学路の安全確保などの話
題について意見交換を行いました。　
　町では随時、町内会や団体等での町長と語る
会の開催を受付けています。詳しくは役場企画
調整課（☎35－7013）までお問合せください。

　2月14日㈮、みかわ幼稚園といのこ保育園で
かもしかクラブ修了式が行われました。
　修了証書授与では、園児一人ひとりに修了証

書が手渡されたほか、園児たちの誓いの
言葉として、これまで学んできた交
通ルールや「ストップの約束」を
守ることをみんなで確認し合いま
した。

みかわスポーツクラブ

山形県地域
スポーツ振興賞受賞

2/23
(日)

　2月17日㈪、三川町公民館で三川教育フォー
ラムが開催され、教育関係者や保護者など約⓼0
人が参加しました。
　フォーラムでは、「コミュニティ・スクール」
の概要説明のほか、文部科学省コミュニティ・
スクール推進員の布川�元�氏の講演で、参加者
たちが制度への理解を深めました。
　コミュニティ・スクールは、学校だけでなく
地域住民や保護者などが力を合わせて学
校の運営に取り組み、多様化・複雑
化する教育現場の課題解決を目指
して、令和2年度から町内の3小
学校で導入されます。

コミュニティ・スクール（学校運営協議会

制度）のあり方を考える

三川教育フォーラム

2/26
(水)

2/17
(月)

書が手渡されたほか、園児たちの誓いの
言葉として、これまで学んできた交
通ルールや「ストップの約束」を
守ることをみんなで確認し合いま

スポーツ振興賞受賞

地域住民や保護者などが力を合わせて学
校の運営に取り組み、多様化・複雑
化する教育現場の課題解決を目指

2/14
(金)

写真館
ま
写真館写真館
ち
写真館写真館写真館
かど

交通ルールのお勉強頑張りました

かもしかクラブ修了式

町民の声を町政に

横山地区5町内会
合同開催町長と語る会

まちかど写真館
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　町内の家庭から出る不燃ごみの搬入先（鶴岡市リサイクルプラザ「くるりん館」）で、「電子タバコ
（加熱式タバコを含む）」や「モバイルバッテリー」が原因と考えられる火災が発生しています。これ
らの製品はリチウムイオン電池を使用しており、中のリチウムイオン電池が、収集・運搬・処理の
過程で損傷・変形し、発火する事例は全国的に多発しています。
　このことから、これまで「電子タバコ」や「モバイルバッテリー」は、「金属・
ガラス・その他」として収集してきましたが、今後は「蛍光管・乾電池等」とし
て収集しますので、分別にご協力をお願いします。
　なお、電池（乾電池を含む）が取り外せる場合は、電池を取り外した製品を
「金属・ガラス・その他」（青色の指定ごみ袋）に、電池を「蛍光管・乾電池等」
（ポリ袋・ビニール袋等の透明な袋）に分別して出してください。

【ごみ収集量実績】
2月収集量

ʀ元年度（H30年度） 対前年度増加率
も � や � す � ご � み ⓼⓺.20t（⓼7.22t） ▲1.17％
プラスチック製容器包装類・ペットボトル � 3.11t��（3.1⓽t） ▲2.51％
び ん ・ 缶 � 3.50t��（3.⓺3t） ▲3.5⓼％
金 属・ ガ ラ ス・ そ の 他 � 1.⓼⓽t��（1.4⓼t） 27.70％
廃 蛍 光 管・ 廃 乾 電 池 � 0.13t��（0.15t） ▲13.33％
合 　 　 　 計 ⓽4.⓼3t（⓽5.⓺7t） ▲0.⓼⓼％
○問合せ先　役場建設環境課�環境整備係　☎35－703⓺

【今月のテーマ】
使用済み電子タバコ・モバイルバッテリー
の出し方が変わりました

みかわ環境つうしん
Mikawa Environment Newsletter

本をご寄贈いただきました

○「出会い、触れ合い、支え合い」朝のさわやか歳時記
　～登園時での子どもの素顔から～（齋藤　雅志：著）
　みかわ保育園・幼稚園の玄関前で毎朝子どもたちを出迎える中、少し
ずつ成長していく子どもたちとの触れ合いの様子を、歳時記風にエッセ
イとしてまとめた一冊です。

○三川版「保幼小連携・接続カリキュラム」の実践（齋藤　雅志：著）
　幼稚園と小学校の接続期の教育が重視される中、その方向性を先取り
し、幼稚園から小学校までの円滑な接続を図るために本町で実践してき
た教育についてまとめた一冊です。

　元高校教員の佐藤誠さん（猪子）と元みかわ保育園・幼稚園園長の齋藤雅志さん（庄内町）より、それぞ
れご自身で著

あらわ

された本を町にご寄贈いただきました。ご寄贈いただいた本は、三川町公民館図書室にあ
り、貸出しも可能となっていますので、ぜひご覧ください。

○数学の不思議を考察する（佐藤　誠：著）
　元高校教員としての体験をもとに、教科書とは違った観点から数学についての題材
を取り上げ、数学の面白さや楽しさを伝えるために書き上げた一冊です。
　さまざまな視点から「数学のなぜ？」に迫り、その理由が分かったとき、数学の本当
の面白さが見えてくるかもしれません。

○問合せ先　三川町公民館　☎⓺⓺－4403

○「出会い、触れ合い、支え合い」朝のさわやか歳時記

された本を町にご寄贈いただきました。ご寄贈いただいた本は、三川町公民館図書室にあ

○「出会い、触れ合い、支え合い」朝のさわやか歳時記

らの製品はリチウムイオン電池を使用しており、中のリチウムイオン電池が、収集・運搬・処理の

ガラス・その他」として収集してきましたが、今後は「蛍光管・乾電池等」とし 電子タバコ

モバイルバッテリー
【電子タバコ・モバイルバッテリーの出し方】

出し方 変更後
収集区分 出し方

電池を取り
外せない場合 蛍光管・乾電池等

乾電池の袋とは別
に、透明な袋に入
れて出す

電池を取り
外せる場合

【製品】金属・ガラ
ス・その他

製品を青の指定ご
み袋に入れて出す

【電池】蛍光管・乾
電池等

電池を透明な袋に
入れて出す



₁₄

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

課
題
の
理
解
や
解
決
に
あ
た
っ
て
は
、

地
域
の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
を
取
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
う

い
っ
た
意
味
で
、
改
め
て
三
川
町
の
方
々

と
の
交
流
を
深
め
、
三
川
町
の
あ
り
方
に

つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

た
研
修
会
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
が
沸
い
た
こ
と
も
あ

り
、「
も
っ
と
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

動
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
！
」「
三
川
町

に
対
す
る
町
民
の
皆
さ
ん
の
思
い
を
聞
き

た
い
！
」
と
い
う
こ
と
で
、
私
の
活
動
報

告
会
を
企
画
中
で
す
。
ど
な
た
で
も
気
軽

に
参
加
で
き
、
皆
さ
ん
と
交
流
で
き
る
会

を
開
き
た
い

と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、

詳
細
が
決
ま

り
次
第
、
お

知
ら
せ
さ
せ

て
い
た
だ
き

ま
す
。

■
鶴
岡
市

鶴
岡
雛
物
語

○
期　

間　

４
月
５
日
㈰
ま
で

○
会　

場

致
道
博
物
館
、
荘
内
神
社
、

旧
風
間
家
住
宅
「
丙
申
堂
」、
湯
田
川
温

泉
「
旧
白
幡
邸
（
長
福
寺
集
会
所
）」、
龍

の
湯
「
蔵
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
氷
室
」
ほ
か

※
詳
し
く
は
鶴
岡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先　

鶴
岡
市
観
光
物
産
課

☎
25
―
２
１
１
１
（
内
線
５
６
９
）

■
酒
田
市

早
春
の
楽
し
み
雛
め
ぐ
り

春
う
ら
ら
、
酒
田
雛
街
道

○
期　

間　

４
月
３
日
㈮
ま
で

○
会　

場　

本
間
美
術
館
、
本
間
家
旧
本

邸
と
別
館
「
お
店た

な

」、
山
王
く
ら
ぶ
、

山
居
倉
庫
酒
田
夢
の
倶
楽
（
華
の
館
）、

旧
鐙
屋
、
舞
娘
茶
屋
相
馬
樓
／
竹
久

夢
二
美
術
館
、
酒
田
市
立
資
料
館
、
旧

阿
部
家
、
松
山
文
化
伝
承
館
、
清
亀
園
、

酒
田
あ
い
お
い
工
藤
美
術
館
、
さ
か
た

中
通
り
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
、
マ
リ
ー

ン
５
清
水
屋
、
傘
福
紅
房

※
入
場
料
や
内
容
は
会
場
で
異
な
り
ま
す
。

○
問
合
せ
先　
（
一
社
）
酒
田
観
光
物
産

協
会　

☎
０
２
３
４
―
24
―
２
２
３
３

■
庄
内
町

こ
い
の
ぼ
り
寄
贈
募
集

子
ど
も
の
日
に
合
わ
せ
、ご
家
庭
に
眠
っ

て
い
る
こ
い
の
ぼ
り
を
立
谷
沢
地
区
の
こ

い
の
ぼ
り
の
吹
き
流
し
ス
ポ
ッ
ト
「
玉
川

第
六
堰
堤
」
で
泳
が
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
募
集
期
間　

４
月
上
旬
ま
で
（
随
時
）

○
問
合
せ
先　

庄
内
町
立
川
総
合
支
所

立
川
地
域
振
興
係

☎
０
２
３
４
―
5⓺
―
２
２
１
３

■
遊
佐
町

「
未
来
に
伝
え
る
山
形
の
宝
」
蕨
岡
修
験

道
ウ
ォ
ー
ク
２
０
２
０
参
加
者
募
集

　

蕨
岡
修
験
と
文
化
・
文
化
財
の
信
仰
の

歴
史
と
足
跡
を
た
ど
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

○
日　

時　

４
月
1⓽
日
㈰　

午
前
９
時
〜

○
定　

員　

２
０
０
人

○
参
加
費　

３
０
０
円
（
保
険
料
等
）

○
申
込
み
締
切
り　

４
月
10
日
㈮
ま
で

○
会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
先　

蕨
岡
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
４
―
72
―
２
２
３
１

⬅ 伊藤さんのブログはこちらから。
広報では紹介しきれない情報も
盛りだくさん！

三川町地域おこし協力隊の
直近の活動について紹介します

　
三
川
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　
　
　
伊い

と
う藤

秀ひ
で
か
ず和

【
こ
の
コ
ラ
ム
を
書
い
て
い
る
人
】

　

２
月
14
日
㈮
、
庄
内
町
の
響
ホ
ー
ル
で

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
何
か
」
に
つ

い
て
学
ぶ
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
県

内
各
地
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
自
治
体

担
当
者
、
一
般
住
民
な
ど
約
30
人
が
参
加

し
て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
役
割
に
つ

い
て
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
役
割
」
を
考

え
て
み
る
と
、
何
と
な
く
「
地
域
の
課
題

を
解
決
す
る
こ
と
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は

沸
く
の
で
す
が
、
そ
の
規
模
は
地
域
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
赴
任
先
の
住
民
や
行
政
と
の
関

わ
り
方
に
も
地
域
に
よ
っ
て
温
度
差
が
あ

り
、
隊
員
と
し
て
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行

う
べ
き
か
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
考
え

方
が
あ
る
こ
と
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
な
か
で
も
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
存
在
を
住
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

は
、
参
加
者
皆
さ
ん
の
共
通
の
認
識
で
あ
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Information

2020.3.15

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

※
自
分
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
の

ほ
か
、
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
、
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
５
月
中
旬
に
固
定
資
産
課
税
明

細
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
固
定
資
産

の
確
認
の
ほ
か
、
農
業
・
営
業
の
申
告

資
料
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
会
場
・
問
合
せ
先　

役
場
町
民
課
税

務
係

☎
35
―
７
０
２
６

社
会
福
祉
法
人
け
や
き

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
の
花
荘
職
員
募
集

○
募
集
職
種　

調
理
員

○
募
集
人
数　

２
人

○
応
募
条
件

⓺5
歳
以
下
の
方

○
勤
務
時
間

早　

番　

午
前
６
時
〜
午
後
３
時

遅　

番

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
７
時
30
分

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
応
募
・
問
合
せ
先　

な
の
花
荘

☎
⓺⓺
―
４
８
３
１

地
域
定
住
農
業
者
育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

２
０
２
０
年
度
食
と
農
の
ビ
ジ
ネ
ス
塾

受
講
生
募
集

　

農
業
の
基
礎
・
経
営
・
加
工
・
販
売
・

技
術
・
ビ
ジ
ネ
ス
計
画
書
作
成
の
６
科
目

務
係

☎
35

お
知
ら
せ

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

○
開
講
期
間　

４
月
1⓺
日
㈭
〜
令
和
３
年

３
月
５
日
㈮

○
会　

場　

山
形
大
学
農
学
部
（
鶴
岡
市

若
葉
町
）
ほ
か

○
定　

員　

先
着
40
人

○
参
加
費　

庄
内
地
域
：
３
万
円

　
　
　
　

庄
内
地
域
外
：
４
万
円

※
免
除
制
度
あ
り

○
申
込
み
締
切
り　

３
月
25
日
㈬
ま
で

○
申
込
み
・
問
合
せ
先　

地
域
定
住
農
業

者
育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
事
務
局
（
山

形
大
学
農
学
部
内
）

　
　

☎
０
７
０
―
２
０
１
１
―
５
６
１
５

　
　

youngf.sp2016@
gm
ail.com

協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率
が

変
わ
り
ま
す

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）

山
形
支
部
の
健
康
保
険
料
率
は
令
和
２
年

３
月
分
（
４
月
納
付
分
）
よ
り
現
行
の

10
・
03
％
か
ら
10
・
05
％
に
引
上
げ
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
料
率
は
１
・
73
％
か

ら
１
・
7⓽
％
に
引
上
げ
と
な
り
ま
す
。
40

歳
か
ら
⓺4
歳
ま
で
の
方
（
介
護
保
険
第
２

号
被
保
険
者
）
は
、
健
康
保
険
料
率
に
介

護
保
険
料
率
が
加
わ
り
ま
す
。

○
問
合
せ
先　

全
国
健
康
保
険
協
会
山
形

支
部
企
画
総
務
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
３
―
６
２
９
―
７
２
２
６

3お知らせ
Information

2020 March

寿
賀
の
つ
ど
い
を
延
期
し
ま
す

　

４
月
2⓽
日
（
水
・
祝
）
に
開
催
予
定
の

三
川
町
「
寿
賀
の
つ
ど
い
」
は
、
延
期
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
状
況
を
踏
ま
え
、
開
催
時
期
を
検
討
し
、

詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
改
め
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

○
問
合
せ
先　

役
場
健
康
福
祉
課
福
祉

係

☎
35
―
７
０
３
０

固
定
資
産
の
縦
覧
の
お
知
ら
せ

　

令
和
２
年
度
土
地
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

○
期　

間　

４
月
１
日
㈬
〜
６
月
１
日
㈪

旧押切公民館の使用終了について
　平成20年に地区公民館としての機能を廃止した旧押
切公民館は、一部の継続利用団体に限り利用を認めてき
ましたが、このたび施設の老朽化に伴い、⓺月末をもっ
て使用を終了します。
　旧押切公民館を長年ご利用いただき、感謝申し上げま
すとともに、7月以降は他の町内施設をご利用ください。
○問合せ先　役場総務課�財政係　☎35－7011



₁₆

（
公
財
）山
形
県
国
際
交
流
協
会

令
和
２
年
度
民
間
国
際
交
流
団
体

活
動
推
進
支
援
助
成
事
業
の
募
集

　
（
公
財
）
山
形
県
国
際
交
流
協
会
で
は
、

県
内
の
民
間
団
体
が
行
う
地
域
の
国
際
化

を
推
進
す
る
事
業
に
対
し
助
成
を
行
い
ま

す
。
助
成
対
象
と
な
る
活
動
や
申
込
み
方

法
に
つ
い
て
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

○
助
成
対
象
期
間

令
和
２
年
４
月
１
日
〜

令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
に
行
わ
れ
る
事
業

○
助
成
金
額　

１
団
体
あ
た
り
上
限
20
万

円
（
一
部
事
業
は
上
限
10
万
円
）

○
申
込
み
・
問
合
せ
先　
（
公
財
）
山
形

県
国
際
交
流
協
会　

☎
０
２
３
―
６
４
７
―
２
５
６
０

国
家
公
務
員
採
用
試
験

　

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採
用
総
合

職
試
験
（
院
卒
者
試
験
・
大
卒
程
度
試

験
）
お
よ
び
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試

験
、
高
卒
者
試
験
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

申
込
み
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
https://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.

html

）
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
総
合
職
試
験（
院
卒
者
試
験
・
大
卒
程
度
試
験
）

○
申
込
み
受
付
け
期
間

３
月
27
日
㈮　

午
前
９
時
〜
４
月
６
日

㈪
（
受
信
有
効
）

○
第
１
次
試
験
日　

４
月
2⓺
日
㈰

◆
一
般
職
試
験（
大
卒
程
度
試
験
）

○
申
込
み
受
付
け
期
間

４
月
３
日
㈮　

午
前
９
時
〜
４
月
15
日

㈬
（
受
信
有
効
）

○
第
１
次
試
験
日　

６
月
14
日
㈰

◆
一
般
職
試
験（
高
卒
者
試
験
）

○
申
込
み
受
付
け
期
間

６
月
22
日
㈪　

午
前
９
時
〜
７
月
１
日

㈬
（
受
信
有
効
）

○
第
１
次
試
験
日　

９
月
６
日
㈰

※
申
込
み
方
法
や
受
験
資
格
等
の
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
、お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先　

人
事
院
東
北
事
務
局
第

二
課
試
験
係

☎
０
２
２
―
２
２
１
―
２
０
２
２

広  

告

TEL 0235-68-1600  http:www.aeon.jp/sc/mikawa/

イオンモールメンバーズアプリ
Step1.

Step2.

Step3.

毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中
アプリで配信されたクーポンをご呈示ください。 

毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中
アプリで配信されたクーポンをご呈示ください。 

毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中

「イオンモールメンバーズアプリ」
ダウンロード

お気に入りのモールに
「イオンモール三川」を登録

イオンカード・WAON カード・
WAON ポイントカードの中から
1 つカード情報を登録
ぜひ登録してくださいネ！

「イオンモールメンバーズアプリ」
ダウンロードダウンロード

お気に入りのモールに
「イオンモール三川」を登録

イオンカード・WAON カード・
WAON ポイントカードの中から
1 つカード情報を登録

↓

↓

イオンモールメンバーズアプリ
Step1.「イオンモールメンバーズアプリ」「イオンモールメンバーズアプリ」

登録はカンタン 3 ステップ！登録はカンタン 3 ステップ！

　昨年12月以降、中国湖北省武漢市等で、新型コ
ロナウイルス感染症の患者が急増し、国内でも感染
者・死亡者が発生しています。
　町民の皆さまにおかれましても、咳エチケットや
手洗い等、風邪やインフルエンザと同様の感染症
対策を行うよう努めてください。
感染症対策を行いましょう
○せっけんでのこまめな手洗いを心掛けましょう
○ アルコール製剤等による手指消毒を行いましょう
○マスクを着用しましょう
○ 規則正しい生活習慣、十分な睡眠、バランスの
取れた食事などを心掛け、免疫力を高めましょう

次の方は速やかにご相談ください
○ 風邪の症状や37.5度以上の発熱が4日（高齢者
や基礎疾患のある方は2日）以上続いている
○ 強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）が
ある
※�感染が疑われる場合は、保健所が医療機関と調
整し、受診の案内を行います。緊急の場合を除き、
相談なしに医療機関を受診することは控えましょう。

○ 相談・問合せ先　帰国者・接触者相談センター
（庄内保健所�保健企画課）�☎⓺⓺－4⓽20

新型コロナウイルス感染症について
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△ 人口の動き 

△

（令和2年2月末現在）
（　　）内前月比

■人口数／7,408人（減7人）　男3,629人（減3人）　女3,779人（減4人）
　増減の内訳　・転入11人・転出▲10人・出生4人・死亡▲12人
■世帯数／2,431戸（増3戸）

ご家族等から広報掲載の承諾をいただいた方のみ掲載しています。

令和₂年₂月届出 （敬称略）

謹んでご冥福をお祈り申しあげます

佐藤　　壽（₉₁歳） 猪　　子
須藤チエコ（₇₈歳） 三 本 木
榎木　勝也（₇₇歳） 猪　　子
木野　喜信（₉5歳） 三 本 木
石田　　洋（₈₆歳） 三 本 木

加藤やよい（₈₉歳） 土　　口
加藤とみ子（₈₂歳） 押切中町
佐藤　與吉（₇₂歳） 押切下町
工藤善太郎（₉₈歳） 押切中町
恩田　廣喜（₉₁歳） 土　　口

　このコーナーは、過去の広報を振り返り、当時の三川を紹
介するコーナーです。今回は、今から20年前の平成12年3
月に発行された広報です。表紙はこの時にグランドオープン
した、なの花ホールの写真です。
　いろり火の里は、新たな文化の創造と広域的交流を目指す
施設として、3年の歳月をかけてこの年の3月に竣工しました。
　この広報には、なの花ホール、宿泊研修施設田田の宿、物
産館マイデルの各施設の紹介、華々しく行われたオープニン
グイベントの様子が掲載されていました。
　いろり火の里は今年で開業20周年を迎えます。開業当初
からある施設に加え、敷地内には子ども向けに新しい遊具や
東屋を設置し、家族連れが訪れやすい環境を整備しています。
これからも引き続き、多くの方々にご利用してただきたいと
思います。

【平成₁₂年₃月₁日現在の総人口：₇，₉₉₈人】

あの頃のみかわ
今から20年前のみかわ 【平成12年（2000年）3月】

ご寄附ありがとうございました
　地域福祉活動に役立ててほしいと、
次の方から三川町社会福祉協議会にご
寄附いただきました。
三川サッカークラブ様
佐藤　宏実様（猪　子）

ふるさと応援寄附金
ありがとうございました
2月分　2,035人

お名前と住所地は町ホームページで公
開していますので、ご覧ください。

休日夜間診療のお知らせ
場所：鶴岡市総合保健福祉センター�「にこ♥ふる」内（鶴岡市泉町⓹-叅₀）鶴岡市

◆休日夜間診療所◆
☎23－5678

開　所　日 診　療　科 受付時間
下記以外の月曜日～土曜日 内科、小児科 1⓽：00～21：30

日曜日、祝日（振替休日含む）、
年末年始（12 月 31 日～ 1月 3日）

内科、小児科
内科、小児科、外科
内科、小児科

⓽：00～11：30
13：30～1⓺：30
1⓼：00～20：30

※午後（夜間含む）の小児科は、内科医による診察です。

◆休日歯科診療所◆
☎23－0372

開　所　日 診　療　科 受付時間
日曜日、祝日（振替休日含む）、
年末年始（12 月 31 日～ 1月 3日） 歯科 ⓽：00～12：00

13：00～15：00
※酒田地区については、町のホームページでご確認ください。
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表・紙・の・写・真
アトクのおひなさま展示中

　三川町文化交流館「アトク先生の
館」では、3月31日までおひなさま
のほか、三川町山野草愛好会の方々
が制作した傘福を展示しています。
ぜひご来館ください。

　
「
食
の
み
か
わ　

お
し
な
が
き
」
で
は
、
食

生
活
改
善
推
進
員
（
通
称
：
食
改
）
さ
ん
の
料

理
の
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。
今
回
紹
介
す
る

の
は
、「
庄
内
地
方
の
郷
土
料
理
」
で
す
。

今
月
の
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す
す
め
一
品
目
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煮
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燥
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５
０
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０
０
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０
０
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ボ
ウ
ル
な
ど
に
か
ら
か
い
を
入
れ
、
た
っ
ぷ

り
の
水
に
一
日
浸
し
て
お
く
。（
厚
み
が
あ

る
場
合
は
水
を
変
え
な
が
ら
２
〜
３
日
か
け

て
戻
す
）

作
り
方

①
水
で
戻
し
た
か
ら
か
い
を
適
当
な
大
き
さ
に

切
る
。

②
鍋
に
か
ら
か
い
と
多
め
の
水
を
入
れ
、
10
分

程
度
下
茹
で
し
た
ら
ザ
ル
に
取
る
。

③
鍋
に
か
ら
か
い
と
、
か
ら
か
い
が
隠
れ
る
程

度
の
水
を
入
れ

て
火
に
か
け
る
。

④
沸
騰
し
た
ら
酒

と
砂
糖
を
加
え
、

10
分
程
中
火
で

煮
る
。

⑤
最
後
に
醤
油
を

加
え
、
弱
火
に

し
て
１
〜
２
時

間
程
煮
詰
め
、

味
を
調
え
る
。

今
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二
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目
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大
豆
は
一
晩
水
に
浸
し
て
戻
す
。
体
菜
は
３

㎝
程
に
刻
み
、
お
湯
で
煮
て
塩
出
し
す
る
。
そ

の
後
た
っ
ぷ
り
の
水
に
浸
し
、
１
日
か
け
て
再

度
塩
出
し
す
る
。（
半
日
し
た
ら
水
を
取
り
替

え
る
）

作
り
方

①
煮
干
し
の
頭
と
内
臓
を
取
っ
て
身
を
割
き
、

水
を
入
れ
て
30
分
置
い
て
か
ら
火
に
か
け
る
。

沸
騰
し
た
ら
（
ま
た
は
２
〜
５
分
煮
出
し
て

か
ら
）
火
を
止
め
る
。

②
鍋
に
油
を
ひ
き
、
体
菜
と
大
豆
を
入
れ
て
、

軽
く
炒
め
る
。

③
②
に
①
の
だ
し
汁
（
煮
干
し
も
）
を
ひ
た
ひ

た
に
な
る
程
度
入
れ
、
水
分
が
少
な
く
な
る

ま
で
ゆ
っ
く
り
と
煮
る
。（
大
豆
が
か
た
い

場
合
は
水
を
足
し
て
さ
ら
に
煮
る
）

④
大
豆
が
や
わ
ら

か
く
な
っ
た
ら
、

醤
油
・
酒
・
砂

糖
を
加
え
て
混

ぜ
、
落
と
し
ぶ

た
を
し
て
弱
火

で
煮
る
。（
醤

油
は
体
菜
の
塩

加
減
を
み
な
が

ら
加
え
る
）

「からかい」の正体は「エイ」
　「かすべ」などと呼ばれる
こともあります。特にこの地
域ではヒレの部分を乾燥さ
せたものを指し、からかい煮
は年の初めやお祭りなどの
祝い事の時に
食べるものと
して親しまれ
てきました。

は年の初めやお祭りなどの

して親しまれ


